
令和４年度　第１回　都市公園指定管理者評価委員会
会議概要
１．日　時　令和４年７月８日（金曜日）１５時から１７時まで
２．場　所　大阪府庁別館７階　公園課会議室
３．出席者
　評価委員
柴田委員長、大藪委員、千葉委員、野村委員、坂口委員　　
４．議題
　　　（１）都市公園指定管理者評価委員会の進め方について
　　　（２）評価項目や評価基準の設定について
　　　（３）評価スケジュール等について
　　　（４）表彰の実施について
　　　（５）その他　
５．主な議事内容
(◇：委員　　⇒：事務局)

（１）都市公園指定管理者評価委員会の進め方について
・　事務局より都市公園指定管理者評価委員会の進め方について説明
◇進め方について、全員異議なし
·  S評価の付け方
　⇒昨年度の評価委員会で、評価の考え方が公園ごとでばらつきがあったことを踏まえ、
考え方を整理した。
指定管理開始2年目からは、前年度S評価の項目は、今年度の取組み状況を踏まえて、
継続の難易度や、前年度よりさらに創意工夫されているかなどの観点から、
S評価の継続可否を判断。
　　◇了承　
◇今年度からの指定管理者（Ａグループ）のS評価の付け方については、前年度と同じ指定管理者だが、前年度の評価結果は考慮せず、仕切り直しで、改めて評価を始めるという考えでよいか。
⇒Ａグループの指定管理者については、その通り。
　
（２）評価項目や評価基準の設定について
　・指定管理業務評価票について変更した点を中心に説明
　　◇評価票について、全員異議なし
　　◇参考資料６のアンケート調査について、男女を聞く必要性はあるのか。
⇒男女の分析は必要と考えている。どなたでもアンケートに答えやすいようにするため、
性別の選択項目にその他を設けるなど、設問の仕方を工夫する。
（３）評価スケジュール等について　　
・　評価委員の役割分担とスケジュール及び取組について説明
◇全員異議なし
（４）表彰の実施について
・　表彰の実施について説明
◇この評価表彰は、頑張ってくれている取組みにフォーカスし、モチベーションを上げる
ために表彰し、少しでも管理サービス向上に繋げる趣旨で行っている。
現状の表彰事例は、結果的に複数のS評価項目を有している公園の取り組みが選ばれ
ているが、１つのS評価だけの取り組みでも表彰対象にして良いのか。　
　⇒そのとおり。
（５）その他
・　特になし

